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２
０
０
３
年
か
ら
は
、
噴
火
直
後

の
マ
グ
マ
の
通
り
道
（
火
道
）
を
掘

り
抜
く
と
い
う
世
界
で
は
じ
め
て
の

試
み
が
行
わ
れ
、
火
道
の
石
を
取
り

出
す
こ
と
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、

火
道
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
パ
イ
プ
状
で
は
な
く
、
厚
さ

数
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
の

板
状
で
あ
る
こ
と
な
ど
新
し
い
発
見

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
新
山
の
表
面
は
大
小
の
溶
岩

塊
で
覆
わ
れ
、
崩
落
の
危
険
も
あ
る

た
め
一
般
の
登
山
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
学
術
・
防
災
関
係
者
に
よ

る
年
に
数
回
の
調
査
登
山
は
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

島
原
半
島
南
部
で
は
、
雲
仙
火
山

が
噴
火
を
始
め
る
前
の
古
い
時
代
の

様
々
な
地
質
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

南
島
原
市
口
之
津
町
の
早
崎
半
島

で
は
、
島
原
半
島
で
一
番
古
い
火
山

の
噴
火
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
島
原
半
島
で
最
初
の
火
山
活

動
は
、
約
４
３
０
万
年
前
の
こ
と
で
、

こ
の
こ
ろ
九
州
は
大
陸
と
陸
続
き

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
噴
火
は
、
現
在
の
雲
仙
火
山
の

噴
火
の
よ
う
な
流
れ
に
く
い
溶
岩
と

は
異
な
り
、
玄
武
岩
と
呼
ば
れ
る
ハ

ワ
イ
の
火
山
の
よ
う
な
と
て
も
流
れ

や
す
い
溶
岩
の
噴
火
で
し
た
。

　

早
崎
半
島
の
海
岸
を
歩
く
と
、
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
玄
武
岩
の
破
片
が
水

中
に
落
下
し
た
様
子
や
流
れ
や
す
い

溶
岩
流
が
重
な
っ
て
い
る
様
子
な
ど

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

諏
訪
の
池
は
、
１
６
１
６
年
に
造

ら
れ
た
人
工
の
池
で
す
。
諏
訪
の
池

周
辺
の
石
は
、
雲
仙
火
山
が
誕
生
す

る
50
万
年
前
以
前
の
火
山
活
動
に
よ

る
も
の
で
、
比
較
的
平
坦
な
地
形
を

作
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
諏
訪
の

　

日
本
で
一
番
新
し
く
長
崎
県
で
一

番
高
い
山
（
１
４
８
２
．
７
ｍ
）
で
、

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
心
的
な

ジ
オ
サ
イ
ト
で
す
。
１
９
９
０
年（
平

成
２
年
）
に
始
ま
っ
た
噴
火
活
動
で

は
、
溶
岩
ド
ー
ム
が
崩
落
し
火
砕
流

を
発
生
さ
せ
、
死
者
行
方
不
明
者
を

出
す
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

溶
岩
ド
ー
ム
の
中
央
部
の
尖
っ
た

高
ま
り
は
、
溶
岩
尖
塔
と
呼
ば
れ
、

根
元
で
は
今
で
も
火
山
ガ
ス
が
出
て

い
ま
す
。
そ
の
噴
気
温
度
は
、
１
９

９
５
年
に
は
約
７
５
０
℃
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
約
２
０
０
℃
ま
で
下

が
っ
て
い
ま
す
。

池
の
南
東
縁
は
、
比
較
的
急
な
崖
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
崖
は
、
断
層

の
動
き
に
よ
っ
て
で
き
た
崖
で
、
火

山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
平
坦
な
地

形
が
断
層
に
沿
っ
て
30
〜
40
m
の
高

さ
の
崖
で
食
い
違
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
人
々
は
、
そ
の
崖
の
根
元

に
あ
っ
た
く
ぼ
地
を
う
ま
く
利
用
し

て
水
を
溜
め
て
池
を
つ
く
り
、
生
活

し
て
き
ま
し
た
。

　

諏
訪
の
池
の
ほ
と
り
に
建
つ
雲
仙

諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

は
、
諏
訪
の
池
周
辺
の
立
体
模
型
の

展
示
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
形
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他

に
も
、
野
鳥
や
動
植
物
の
観
察
も
で

き
る
国
民
休
暇
村
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
季
節
ご
と
に
違
っ
た
自
然

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
３
０
万
年
前
と
い
う
と
想
像
で

き
な
い
く
ら
い
遠
い
昔
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、
46
億
年
の
地
球
の
歴
史

か
ら
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に
遠
く
な

い
『
最
近
』
の
出
来
事
で
す
。
地
球

全
体
を
見
渡
す
と
、
火
山
活
動
や
断

層
運
動
が
活
発
な
地
域
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
雲
仙
火
山
や
千
々
石
断
層

に
代
表
さ
れ
る
島
原
半
島
の
地
質
遺

産
は
、
動
く
地
球
を
体
感
で
き
る
ジ

オ
パ
ー
ク
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
地

質
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
世
界
の

中
で
は
貴
重
な
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

静かな砂浜に響く波の音とやわらかな天然
温泉、こころとからだが癒されます。
松林に囲まれた露天風呂で耳を澄ませば穏
やかな波音が聞こえるかも…。

島原湾を臨む見晴らしの良い高台に位置し
ています。長崎では非常に珍しい黄緑色の
ナトリウム塩化物泉です。サウナを出た後
に浸かる水風呂も冷鉱泉です。

海に面した浴場からは、美しい有明海が広
がり、まるで海の中と錯覚をうけるよう。
大浴場には、打たせ湯・ジャグジー・サウ
ナ・ジェットなど完備。

　昨年９月21日㈰、市内各地の名所を巡
る『もっと南島原ツアー 第２弾 南島原博
物館巡り』を開催しました。
　今回のツアーは市内を中心に45人が参
加しました。バス２台に分かれて市内６
カ所の博物館で、地元ガイドの解説を受
けながら、展示されたさまざまな資料を
見学しました。参加者は、歴史や産業、
さらには雲仙普賢岳の被災の様子や市内
の貴重な資料など、これまでと一味違っ
た南島原を体感することができました。
　参加者からは「今回参加して、地元の
知らないことを知ることができて、すご
く感動し、驚かされました。」との声が多
くありました。

もっと南島原ツアー
『第２弾 南島原博物館巡り』

　

口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
収
蔵
品

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
建
造
物
と
し
て
の

評
価
も
高
い
施
設
で
す
。

　

明
治
11
年
（
１
８
７
９
年
）
に
開
設
し

た
長
崎
税
関
口
之
津
支
庁
が
手
狭
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、明
治
32
年
（
１
９
０
０
年
）

に
新
築
さ
れ
た
市
内
唯
一
の
明
治
洋
風
建

築
で
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）、
国

か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
、
室
内
を
改
修
し
、

以
後
資
料
館
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
品
も
、
小
さ
な
外
観
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ほ
ど
豊
富
で
、
別
館
な
ど
も
含

め
る
と
５
，
７
０
０
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。

先
祖
が
遺
し
た
貴
重
な
生
活
用
品
、
生
産

用
具
な
ど
多
く
の
歴
史
的
遺
産
を
展
示
し

て
い
る
ほ
か
、
海
の
資
料
館
に
は
三
池
炭

鉱
の
輸
出
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、明
治
32
年
（
１
９
０
０
年
）

に
集
団
移
住
し
て
き
た
与
論
島
の
人
々
を

し
の
ぶ
「
与
論
館
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

せ
ん
と
う

か
ど
う

世界ジオパーク認定を目指して‼❾世界ジオパーク認定を目指して‼❾

平
成
新
山

諏
訪
の
池

島原半島各地で見られる地質遺産
地球の営みの様子を観察できる場所をジオサイトといいます。

島原半島には、火山活動や断層運動などに関係するたくさんのジオサイトがあります。

日本で一番新しい山火道堀削のイメージ図

断層地形を利用して造った人工の池

早
崎
半
島

島原半島で一番古い火山活動

口之津温泉 『ヴィラスピカ南島原』
　　　低張性弱アルカリナトリウム塩化物泉泉質

布津温泉 『湯楽里（健寿の湯）』
　　　ナトリウム塩化物塩泉泉質

原城温泉 『真砂』
　　　ナトリウム炭酸水素塩化物泉泉質

冬はやっぱり

♨温泉

「自宅で湯の華」も悪くないけれど、少し車を走らせて温泉へ。
眺めの良い眺望を見ながら今日の疲れを洗い流す。
それは、ちょっと幸せで、南島原市に住んでよかった、という瞬間。
たっぷりのお湯で疲れたカラダもココロも癒されたあとは、酒屋でお酒を買い、
妻と自宅で、盃を傾ける。
ささやかなぜいたくに「悪くないわね」と妻もご機嫌だ。　

知らなかった南島原、見つけました‼

口之津歴史民俗資料館・海の資料館 （県指定有形文化財・建造物）
　 南島原市口之津町甲16番地7　　 ９時～17時
　 毎週月曜日・年末年始（12月29日～1月3日）
　 一般200円・高校生150円・小中学生100円　　 ☎050（3381）5089

今日は休日。何しよう。特集

新旧の火道が
板状に多数
分布

「もっと南島原講座
ジオパーク編」開講

＊詳しくは25ページをご覧ください

告知
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南島原市人権啓発標語入賞作品 【小学生の部 努力賞：松尾　隆史さん（白木野小学校６年）】

『認めよう　ぼくと君との　ちがいをね』
南島原市人権啓発標語入賞作品 【小学生の部 努力賞：向田　凌汰さん（口之津小学校６年）】

『大丈夫　みんないっしょだ　そばにいる』


